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研究成果の概要： 

    まず，日本語との対照研究という角度から，景頗語の主題マーカーである「go¹」の構文的

分布を明らかにした。そして，それを踏まえて，主題マーカーと言語の語順との関係につい

てメスを入れ，SOV 型言語に主題マーカーが生起しやすいということを確認し，その理由を

論証した。また，主題マーカーとほぼ同じ構文的位置を示す「も」のような形式が，SOV 型

言語である景頗語，ウイグル語における構文的分布を記述した。 

 

 

交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2007 年度 1,300,000 390,000 1,690,000 

2008 年度 700,000 210,000 910,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 2,000,000 600,000 2,600,000 

 

 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：言語学・日本語学 

 

キーワード：主題マーカー，対照研究，SOV 型言語，SVO 型言語，日本語，景頗語，古代中国語， 

語順 

 
１．研究開始当初の背景 
 

(１) 現代日本語における主題助詞である

「は」の意味・用法の共時的研究は，百年に

近い研究史を有し，高いレベルに達している。

だが，その本質についても，出自についても

なお異論があり，また，主題マーカーの普遍

的機能は何なのかなどの大きな課題はほと

んど手付かずに残されている。これらの課題

を総合的に解決するには日本語に似た他言

語における主題マーカーのあり方を研究し

ていく必要がある。 

 

(２) 景頗語の主題マーカーの「go1」と日本



語の「は」は，次の 4点において似ているこ

とが知られている。 

1．主題を表す。ただし，対格が主題に

なった場合は，日本語と違い，対格マーカ

ーが消えない。 

 2．対比を表す。 

3．同類述語の省略を導く。例えば朝食の

メニューを知った上で，「昼食と夕食は？」

と聞くこと。 

4．仮定条件を表す。この場合，日本語で

は「は」ではなくて，「ば」になるが，この

「ば」は「は」から転成したとされている。  

しかし，次の大事な 3点は未解決のまま残

っている。 

 1．日本語では，「象の鼻は長い」「牡蠣料理

の本場は広島だ」のような言い方よりも，「象

は鼻が長い」「牡蠣料理は広島が本場だ」のよ

うな「～は～が～」文が多用されるが，「が」

のような主格助詞を持たない景頗語にもこれ

に似た現象，つまり，「～go1～○～」文の多

用が見られるか。 

 2．日本語の「は」は，名詞述語文，形容詞

述語文では無標で，動詞述語文では有標だ，

言い換えれば，名詞述語文，形容詞述語文は

基本的に有題文で，動詞述語文は基本的に無

題文だと考えられているが，景頗語について

もこのようなことが言えるか。 

3．日本語では，「が」は新情報，「は」は

旧情報を表すが，「が」のような主格助詞を

持たない景頗語においても，「go1」は日本語

の「は」のように，旧情報を表す機能を持つ

か。もしそうではない場合，つまり裸の形と

「go1」がそれぞれ日本語の「が」と「は」の

機能を果たしているのではない場合，景頗語

において，名詞句の新旧情報を表し分ける文

法手段はあるか。 

 

 

２．研究の目的 

 

(１) まず次の３点を明らかにする。 

 1．日本語では，「象の鼻は長い」「牡蠣料理

の本場は広島だ」のような言い方よりも，「象

は鼻が長い」「牡蠣料理は広島が本場だ」のよ

うな「～は～が～」文が多用されるが，「が」

のような主格助詞を持たない景頗語にもこれ

に似た現象，つまり，「～go1～○～」文の多

用が見られるか。 

 2．日本語の「は」は，名詞述語文，形容詞

述語文では無標で，動詞述語文では有標だ，

言い換えれば，名詞述語文，形容詞述語文は

基本的に有題文で，動詞述語文は基本的に無

題文だと考えられているが，景頗語について

もこのようなことが言えるか。 

3．日本語では，「が」は新情報，「は」は

旧情報を表すが，「が」のような主格助詞を

持たない景頗語においても，「go1」は日本語

の「は」のように，旧情報を表す機能を持つ

か。もしそうではない場合，つまり裸の形と

「go1」がそれぞれ日本語の「が」と「は」の

機能を果たしているのではない場合，景頗語

において，名詞句の新旧情報を表し分ける文

法手段はあるか。 

 

(２) 日本語に似た景頗語の主題マーカー

である「go¹」を丁寧に記述することによっ

て，主題マーカーの本質に関する理解を深め，

その生起のメカニズム，言いかえれば，どの

ようなタイプの言語に主題マーカーが生起

しやすく，どのようなタイプの言語に主題マ

ーカーが生起しにくいか，そしてなぜそうな

のか，といったことを明らかにする。 

 

 

３．研究の方法 

(１) 日本語の「は」の研究において蓄積さ

れた記述的研究手法を用いて景頗語の主題

マーカーを研究し，日本語の「は」と対照し

ながら、景頗語の主題マーカーである「go¹」

をきめ細かく記述する。 

 

(２) 類型論的な考え方を導入し，日本語や

景頗語のような SOV 型言語を研究する傍ら、

中国語のようなSVO型言語における主題マー

カーの存在の可能性も視野に入れ、主題マー

カーと言語類型との関係を明らかにしてい

く。 

 

 

４．研究成果 

(１) 景頗語の主題マーカーの「go1」の構文

的分布などを丁寧に調べた結果、次の２点が

分かった。 

 1．日本語と同じく、景頗語にも「象は鼻が

長い」のような主題文が多用される。もっと

も、景頗語には「が」のような主格助詞がな

いので、文型としては、「～go1～○～」とい

う形になる。 

2．日本語と同じく、景頗語においても、主

題マーカーは，名詞述語文，形容詞述語文で

は無標で，動詞述語文では有標になる。言い

換えれば，名詞述語文，形容詞述語文は基本

的に有題文で，動詞述語文は基本的に無題文

である。もっとも、日本語と同じく、話し言

葉では、景頗語でも主題マーカーはそれほど

使われない。 



一方、景頗語の主題マーカーの「go1」と新

情報，旧情報との関係については、確実な結

論が出せていない。物語においては，景頗語

の「go1」は「が」と違って、初登場人物につ

いても使われる。しかし、話し言葉における

その使い方は、被調査者の答えに揺れが大き

く、最終的な結論を下すことができなかった。

今後、被調査者を増やし、調査の方法を改善

することによって、再挑戦したいと思う。 

 

(２) 景頗語について調査しているうちに、

チベット語にも主題マーカーがあることを知

り、2007年10月14日に、中日理論言語学研究

会の第11回研究会として、「主題マーカーと

SOV型言語」というテーマのシンポジウムを主

催した。当日の発表者および発表テーマは次

の通りであった。 

 野田尚史(大阪府立大学)「日本語の主題マ

ーカー」 

金善美(同志社大学)「朝鮮語の主題マーカ

ー」  

意西微薩・阿錯(中国南開大学)「チベット  

語の主題マーカー」  

張麟声(大阪府立大学）「景頗語の主題マー  

カー」 

 このシンポジウムを通して、主題マーカー

の存在が、SOV 型言語という類型と論理的関

係を持つ可能性があることを確認でき、また、

同じ SOV 型言語でも、能格言語のチベット語

では違う様相を呈していることが分かった。 

 

(３)  SOV型言語と主題マーカーとの関係を

考えるかたわら、古い時代からSOV型言語と

の接触があったと考えられている中国語に

おける主題マーカーの存在の可能性につい

て、最古の文献、すなわち、紀元前 800 年～

700 年の間に成立したとされる『易経』、『書

経』、『詩経』から調べることにした。３書に

おける「者」と「也」の使用実態を調べた結

果、その時代の書写体(つまり『易経』、『書

経』)には、５つのものを指して「五者」と

言っている一箇所以外に、「者」も「也」も

使われていないことが分かった。一方、吟唱

に用いられた『詩経』には、topic markerと

しての用法を含めて、「者」も「也」も使わ

れていることが明らかになった。もっとも、

その使用位置の多様さから、この時期におい

て、作者が細かい機能の別を深く認識してで

はなくて、ポーズを作るのにいろいろな位置

に使っていたに過ぎないと考えられる。 

 さらに、紀元前 500 年～400 年の間に成立

したとされる中国の代表的な古典会話体であ

る『論語』に使われる「者」と「也」の実例

を精査し、この時期に「者」や「也」のよう

な主題マーカーが確実に成立したことが確認

できた。また、この時期の古典中国語の主題

マーカーは、主題を取り立てるのに使われる

だけではなく、仮定節を取り立てるのにも使

われる点で、日本語や張麟声(2004)において

取り上げられている景頗語の主題マーカーや

部分的には朝鮮語の主題マーカーにも通じて

いることが分かった。 

 

(４) 日本語の「は」が「も」や「さえ」な

どのような「取りたて詞」と同じ構文的分布

をなしていることを踏まえて、景頗語などの

SOV型言語においても、「も」の語彙的意味に

相当する形式は、英語などのSVO型言語におけ

る「to」のような副詞と違い、従属形態素と

して、名詞や動詞、形容詞の連用形などの後

にくっついてはじめて使えるのではないかと

いう仮説を立てた。そして、まず景頗語，そ

れからウイグル語を使ってそれを検証した。

その結果、主題マーカを持つ景頗語だけでは

なく、主題マーカを持たないウイグル語にお

いても、日本語の「も」に相当する「MU」は

、日本語の「も」と基本的な構文的分布をな

し、むしろ、この種の取り立て詞の存在がSOV

型言語とSVO型言語から区別する特徴である

ことが分かった。 
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